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第１章 総則 

1-1 目的 

この小型船舶用原動機放出量確認等事務規程は、小型船舶に設置さ

れる原動機に係る放出量確認、原動機取扱手引書の承認及び国際大

気汚染防止原動機証書の交付に関する事務（以下「小型船舶用原動

機放出量確認等事務」という。）の適正かつ能率的な実施を図るこ

とを目的とする。 

1-2 用語 

この小型船舶用原動機放出量確認等事務規程において使用する用語

は、特に定めるものの他、海洋汚染等及び海上災害の防止に関する

法律(昭和45年法律第136号。以下｢法｣という｡)並びに海洋汚染等及

び海上災害の防止に関する法律の規定に基づく船舶の設備等の検査

等に関する規則(昭和58年運輸省令第39号。以下｢検査規則｣とい
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う。)において使用する用語の例による｡ 

1-3 適用 

小型船舶用原動機放出量確認等事務の実施に当たっては、法及びこ

れに基づく命令の規定並びに国土交通省関係通達によるほか、この

規程によるものとする。 

1-4 小型船舶用原動機放出量確認等事務(執行事務に限る｡)を行う事務所

及びその管轄区域 

小型船舶用原動機放出量確認等事務を行う事務所（以下、「事務

所」という。）は、日本小型船舶検査機構業務方法書(昭和49年機構

規程第20号｡以下｢業務方法書｣という｡)第３条で定める支部とし、そ

の管轄区域は、検査規則第1条の17第2項で準用する船舶安全法施行

規則(昭和38年運輸省令第41号)第48条第1項の規定により国土交通大

臣に届け出た管轄区域と同一の管轄区域とする。 

1-5 小型船舶用原動機放出量確認等業務員 

 1-5-1 小型船舶用原動機放出量確認等業務員は、小型船舶検査機に

関する省令（昭和４８年運輸省令第５１号。以下「機構省令」と

いう。）第１４条で定める要件を備える者のうちから選任するも

のとする。 

 1-5-2 機構省令第１４条第４号で規定する同省令同条第１号から第

３号に掲げる者と同等以上の知識及び経験を有する者については、

小型船舶検査員等の選任に関する規程（平成 20年機構規程第 8

号）により定めるものとする。 

第２章 小型船舶用原動機放出量確認等の申請の受付事務 

2-1 申請書の受付事務 

2-1-1 (申請書の受付) 

事務所は、小型船舶用原動機放出量確認等事務に係る申請書

が事務所に到達したときは、遅滞なく当該申請書の申請者の氏

名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名、受け

ようとする放出量確認等の種類（法第19条の4第１項本文（同条

第3項において準用する場合を含む。）の規定に基づく放出量確

認又は同法第19条の7第2項（同条第3項において準用する場合を
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含む。）の規定に基づく放出量確認に相当する確認（以下「相

当する確認」という。）の区別）並びに放出量確認等を受けよ

うとする原動機の名称、型式、出力及び数の記載があること、

放出量確認等手数料払込証明書の提出又は手数料納付の受領証

の提示があることを確認し、当該申請書に受付番号、受付日及

び別表の略符を打刻すること。 

2-1-2 (申請書の審査) 

事務所は、2-1-1に基づき小型船舶用原動機放出量確認等事務

に係る申請書の受付を行ったときは、当該申請書の様式が検査

規則に定める様式であること、記載事項に不備がないこと、必

要書類が整備されていること、手数料の納付額に過不足がない

ことを審査し、適正であると認められるものについては、当該

申請書に取扱者印及び事務所の長の確認印を押印し、放出量確

認等の実施に着手するものとする。 

なお、申請書に不備等がある場合には、速やかに申請者に対

し相当の期間を定めて、当該申請の補正を求めるものとする。 

2-1-3 (手数料納付の確認) 

日本小型船舶検査機構船舶検査等手数料収入事務取扱細則(昭

和49年機構達第6号)第2条に定める様式により手数料が納付され

た場合は、放出量確認等手数料払込証明書の提出を求め、当該

証明書を申請書に添付すること。ただし、当該様式以外の様式

により手数料が納付された場合は、手数料納付の受領証の提示

を求め、当該受領証に領収確認済の押印を行ったうえで当該受

領証を申請者に返却すること。 

 上記に定めるほか、手数料の納付に関しては、業務方法書第

16条の5の規定によること。 

第３章 小型船舶用原動機放出量確認等の実施方法等 

3-1 放出量確認等の実施方法 

3-1-1  （確認日時等の指定） 

放出量確認等申請書の受付の際、申請者に対し、当該放出量

確認等を受けるべき日時及び場所を指定することができるもの
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とする。 

3-1-2  （確認の準備） 

放出量確認等は、検査規則第1条の11第1項の規定に基づく準

備状態で実施するものとする。 

3-1-3 （準備の指示等） 

前項の規定にかかわらず、放出量確認等のため必要があると

認める場合は、検査規則第1条の11第2項の規定に基づき、前項

に掲げる準備のほか必要な準備を指示し、又は前項に掲げる準

備の一部を省略するものとする。 

3-1-4 （結果の通知） 

放出量確認等の結果、不合格とした場合にあっては、申請者

にその理由を知らせるものとする。 

3-2 放出量確認等の実施要領 

3-2-1 （窒素酸化物の放出量確認） 

放出量確認は、3-1-2の準備状態で測定した原動機の窒素酸化

物放出量が法第19条の3に規定する放出基準に適合していること

の確認を行うものとする｡ 

3-2-2 （原動機取扱手引書の承認） 

法第 19条の 4第 1項本文（同条第 3項において準用する場合

を含む。）の規定に基づき放出量確認を受けた者及び相当する

確認を受けた者から提出された原動機取扱手引書について審査

し、記載内容が適切なものと認めた場合は、当該原動機取扱手

引書に承認番号を付し承認するものとする｡ 

第４章 国際大気汚染防止原動機証書の交付、書換え、再交付及び

返納 

4-1 国際大気汚染防止原動機証書の交付 

原動機の窒素酸化物の放出量が基準に適合していることを確認し、

かつ、原動機取扱手引書を承認したときは、申請者に対し国際大気

汚染防止原動機証書を交付するものとする。 

   ただし、相当する確認の場合は、この限りでない。 

4-2 国際大気汚染防止原動機証書の書換え 
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国際大気汚染防止原動機証書の書換えは、次の各号によるものとす

る。 

（1）国際大気汚染防止原動機証書書換え申請書、国際大気汚染防止

原動機証書及び原動機取扱手引書を照合すること。 

（2）書き換えた国際大気汚染防止原動機証書の番号に｢書換｣と追記

すること。 

（3）旧国際大気汚染防止原動機証書は無効の措置をとること。 

4-3 国際大気汚染防止原動機証書の再交付 

国際大気汚染防止原動機証書の再交付は、次の各号によるものとす

る｡ 

（1）国際大気汚染防止原動機証書再交付申請書及び原動機取扱手引

書を照合すること。 

（2）き損を事由とする場合は、当該国際大気汚染防止原動機証書の

提出を求めること。 

（3）新たに交付する国際大気汚染防止原動機証書の番号に｢再交付｣

と追記すること。 

4-4 国際大気汚染防止原動機証書の返納 

検査規則第1条の15の規定により国際大気汚染防止原動機証書が返

納された場合は、当該国際大気汚染防止原動機証書は無効の措置をと

るものとする｡ 

第５章 帳票等の事務処理 

5-1 放出量確認等に係る事務処理 

5-1-1 放出量確認等の事務処理に当たっては、国際大気汚染防止原

動機証書を作成する(相当する確認の場合を除く。)とともに放

出量確認記録簿を作成のうえ、同記録簿に事務所の長が決裁印

を押印した後、原動機取扱手引書及び国際大気汚染防止原動機

証書に機構印を押印し、申請者にそれぞれこれらを返付及び交

付するものとする。また、5-1-3の放出量確認等事務処理簿に必

要事項を記載するものとする。 

5-1-2 （放出量確認等事務記録簿） 

放出量確認等事務記録簿には、申請者の氏名又は名称及び住
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所、放出量確認等の種類、原動機製作者等の氏名又は名称、原

動機の名称及び型式等の仕様・要目、原動機の使用形態、小型

船舶用原動機放出量確認等業務員の氏名、小型船舶用原動機放

出量確認等事務の結了年月日、その他必要な事項を記載するも

のとする。 

5-1-3 （放出量確認等事務処理簿） 

放出量確認等事務処理簿には、申請の受付日、国際大気汚染

防止原動機証書の番号、原動機取扱手引書の承認番号、5-1-2に

規定する放出量確認等事務記録簿の記載事項、その他必要な事

項を記載するものとする。  

5-2 国際大気汚染防止原動機証書の書換え及び再交付に係る事務処理 

5-2-1国際大気汚染防止原動機証書の書換え及び再交付の事務処理に

当たっては、当該証書を作成するとともに国際大気汚染防止原

動機証書交付等処理簿に取扱者印を押印し、かつ、事務所の長

が決裁印を押印した後、当該証書に機構印を押印し、申請者に

これを交付するものとする。 

5-2-2 （国際大気汚染防止原動機証書交付等処理簿） 

国際大気汚染防止原動機証書を書換え又は再交付した場合は、

国際大気汚染防止原動機証書交付等処理簿に必要事項を記載す

るものとする｡ 

5-3 国際大気汚染防止原動機証書の返納に係る事務処理 

国際大気汚染防止原動機証書の返納後の事務処理に当たっては、国

際大気汚染防止原動機証書返納処理簿に必要事項を記載するものと

する。 

第６章 雑則 

6-1 細則への委任 

6-1-1 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な

事項(基本的事項を除く。)は細則で定めることができるものと

する。 

6-1-2 機構は、この規程の規定に基づき細則を定め、又はこれを変

更しようとするときは、あらかじめ国土交通省海事局長に届け
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出るものとする。 

6-2 小型船舶用原動機放出量確認等に関する文書の保存 

6-2-1 小型船舶用原動機放出確認等事務に係る次の書類は永久保存

するものとする。 

(1) 放出量確認等事務処理簿 

(2) 国際大気汚染防止原動機証書交付等処理簿 

(3) 国際大気汚染防止原動機証書返納処理簿 

6-2-2 小型船舶用原動機放出確認等事務に係る次の書類は当該放出

量確認事務の完結した日の属する年の翌年の 1月 1日から起算

して３年間保存とする。 

(1)  申請書(添付書類を含む。) 

(2)  放出量確認等事務記録簿 

6-3 前各規定にかかわらず、法及びこれに基づく命令に経過措置の規定

があるときは、当該規定によるものとする。 

 

附則 

１ この規程は、海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律等の一部を

改正する法律(平成16年法律第36号。以下｢一部改正法｣という。)附則

第14条第1項の規定に基づき国土交通大臣が官報で公示する小型船舶

用原動機放出量確認等事務を開始する日から施行する。 

２ この規程の施行日前に小型船舶用原動機相当確認等事務規程に基づ

きなされた手続きその他の行為は、前条に規定する日以降は、この規

程の規定に基づく手続きその他の行為とみなす。 

 

附則(平成17年12月 2日機構規程第25号) 

この規程は、平成18年1月1日から適用する。 

附則(平成20年 9月29日機構規程第 7号) 

この規程は、平成20年10月1日から適用する。 

附則(平成22年 6月29日機構規程第7号) 

この規程は、平成22年7月1日から適用する。 

附則(平成25年 3月19日機構規程第5号) 
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この規程は、国土交通大臣の認可の日から施行する。 

附則(平成27年 7月13日機構規程第8号) 

この規程は、平成28年1月1日から適用する。 
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別表(2-1-1関連) 

名称 略符 名称 略符 

札幌支部  神戸支部  

函館支部  和歌山支部  

青森支部  境支部  

仙台支部  岡山支部  

千葉支部  広島支部  

東京支部  尾道支部  

横浜支部  下関支部  

新潟支部  高松支部  

金沢支部  松山支部  

浜松支部  福岡支部  

沼津支部  長崎支部  

名古屋支部  三角支部  

鳥羽支部  大分支部  

大津支部  鹿児島支部  

舞鶴支部  沖縄支部  

大阪支部    

 


